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まえがき

自然保護の重要性は、最近ょうやく多くの人びとの

はこれが呼ばれ左がら、他方では、今も相も変らず、

れる院議った。しかし、一方で

られて

レ1る。

に
J
M

もみられることであるが、自然保護氏名を儀りて保護すべき事物や場所の調

査や指定を行い、突は、その指定以外の場所を根こそぎf開発ム被壊する手段とする倒も少左

くはない母今回調査を行う Kあたり、最も気がかりであったのは、正Vζζの点でるったが、51 

は、京都府と とを信じて、 胸報告にあたる ζ とにした命乙 られる

56 乙との左いよう、心から願うものである。

自然を何故保護しなければならないかについては、今更ここに多くを述べる必要はないと思う a

しかし、今回の調査托あたり、どのよう在観点から、表に示したよう左事項、事物や場所(以下、

簡単に「事物」という。)を選び出したかを明らかにしてなく意味で、一宮述べさせていただきた

レ可。

人間をとりまく自然の保存という問題について、一般に、まず考えられるのは、風致の保存と

いう ζ とで事ろう。風致の保存、あるいは景観の保存ということは、ともすれば思われがちなよ

うな、呑気な話でも左く、ぜいたく左ものでもない。今日のような社会状況の下では、むしろ、

人間の人間らしい心と生活を守る上で、極めて重要左ものであると言える。今回の調査でとりあ

げられた事物には、 ζの観点から選ばれたものが多いのは当然である母

自然保護を言う際児考えられる問題の、他の一つは、

わば現物保存の必要性である。破壊された自然は、決して、

るための、い

ζとは設い。人間の

というものが完全でない以上、科学の発援の段階vc応じて、間ーのもの

る必要が必らず起ってくるが、破壊され、なくなってしまったものを調べることは不可能であり、

このよう左事態に立至ら左いよう K自然の事物を保護密保存することが重要である由

このような観点、から、今回の調査に各たり、多くの化石や鉱物の産地、その他の事物が選び出

された。従来、天然記念物に指定されると、かえって盗掘的左採集をさそい、指京地が荒された

るが、だからと言って、われわれが生活する土地や地球のなりたちも生いたちを物語る事

物の存在を、 fi語講もせずに放ってなくのも、どうかと患われる。放ってないて、何かのはずみK

「開発Jの犠牲に在って、消失してしまってから、あわてるという ζ ともないとは限らないだろう。

ζの讃杏の本来の趣旨も、とのよう在観点でみた地形畿地質学的事物の指摘に毒るものと思われ

る。



しかし、以上2つのような観点は、最低の場合Kは、単在る

ものの愛好、蒐集と紙一重のものにな告かねないc しかもも岳

珍らしいもの、

点だけから小さく理解している場合には、「保護jでは左く 事実上、 f

、これら 2つの観

Jを促進する論理

らないともかぎら左い。

つま久 f開発jと「保存Jとを対立的在ものとしてとらえ、 f

きものと しかないものとを分けよう j

きものとも調査がすむまで るものー調査がすめは壊してよいものーとを分けよう J

る議論Vζ対しでも なし得在く在る

かしながらも現悲の告 いほど小さいもの

でも、のんびちしたものでもない。高度経済成長のなかでの、

から身を守久生きる環境を、みずからの という、ぎちぎ舎の間

騒が「岳 jなので遣うる。

してとられてき 自然が、

されようとしていると寄っても、あまり実感として感じられないというむ

きもおるかも知れない。しかし、それだからこそ、このかけがえの設い自然を守F切ら左ければ

らないのであれ守るべき地形@地盤もも当然、このよう左観点でとらえられねばなら左いで

あろう。

実のところ、こ 事:物や

言いがたい。

B時と

っていない。

ただ、こ

挙げるはあた b、上のよう

選び出すことを

とは

していた面もあち、

設さも争って、競査者自 きる調査ができたとは

したいと言えるのは、 との関採である。

に起つ 自然破壊に2年?丹氏、

設関係があること らかになった。 ζのζ とは、現在の開発と自然破壊が、単児現在の風

破壊するだけでをし数十年後陀、人命にかかわる災害を起す危険

性をつく p出すことを教えている。

この点を卦震に入れたこと托よって、後の表の事物の数は非常(tC多く在った。とく陀、南部の

地域は、山地花接して京都市の市街が発達していること、今まさに市街化されつつある

これから「開発 jされようとしている場所が、激しく深く厚おとした花鵠砦の地帯や、本来動jく池

してきた の干拓地であることなどのために、 に多くの る

在かった。はっきり言って、 ζの地域は、うかつな開発をすることが将来の と左りか
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ねない岳然、条件K満ちていると言って過言では左い申

もちろんも「岳然の保護jは、上述のよう任、奪われた自然も生活と

台援すこと Vとあり、人間が然陀働きかける活動密体を吾定ずるものではない。

として各げられた土地も、適切な開発投らば許されるととも護うち得ょう時

子氏と

き

この点托ついてはも府、指町村、地域住畏の関で検討が行われることもおろうがもその諜もも

ゴまず科学的で具体的在調査硲新究が必要である ζ とは言うまでも設い。 と

ぞれ花よ して%とちあ くわしい調査

への準備を設すものと考えたい。

この報管をまとめる托あたっては、従来、

民より調査物研究された資料を用いたことはもちろんで各るがも

位置づけをも知るためも観光案内、旅行案内のよう設もの氏ももできるだけ惑を過した申

しかし、 m町村民については、 き、あたられていまい。そのためもありも今回の

はも地元市町村で重要と ての讃漏も少なく設いものと思われるq 前記も

f適切な開発 jの問題とも合せて、

b 、

き

したい。今回の

民の方々よ

むしろ、その上で

づく もつものであると ている。

の報告書は、 を上記の ら

選び出し、表Vにまとめたが、府下全体Kついての概括的左記載、説明は省略した脅したがって、

「支えがき Jがあって本文がないという異例の形と在ったが、この点もも次の機会があれば改め

たいと忠、っている。

成は、別記のメンパttCよ b、項告別児分担して行った。項愚氏より、

児も精粗があり、また全く説明の在いものもあるが、この点も今回はむ許し願いたい。

地形@
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執 者

教育学部 教授 水 〈地形〉

大学 蹴敬授 く地形〉

京都学園大学 経済学部 井 〈地形〉

附属 教諭 口 慶 ず台 〈地形〉

京都教育 〈地形〉

教諭 杉 5fn 〈地影〉

京都大学 理学部 助教授 τI(ことρ 蚊 〈地質)

京都大学 理学部 武 蔵 野 (地質)
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地形@地震@ 然現象諦

事!産分 内

地形

冠K以

以来保安林K編入されているが、

めも釣人による環境破壊の恐れが品るa

るる

事るた

伊根町新井新井崎 2 1:地形i梅常設丘、

丹後半島北東端の陣。伊根 2k怒K位置する。海

抜る 0--80mの樺棒段丘が狭いまがらも発達し、丹後

半島の地接的左隆起震動を証拠づけ

点である。また、 さ40'""'-'80m

れ岩門・海蝕潟等がみうけられる色

合まれている母 と沖合の対島海

流の会焚点Kあたり、吉くから大翠のプザ

盛んであった。

3 地形

4 I地形

どの離湖は、 より出口

〈ラグー;/)で、周辺氏は砂丘も見られるa 日

への流出口 ょっ ちするため、そ

しまがらの北側K人工の放水路が塘られ、

放流が行在われている。 i浜 e

浜在どの名勝があり夏Kは京阪神からの海水洛客でKぎ

わうレクザエーツョン地域となっている。

F
h
d
 

を

:
 

J
J
 



内
片皐，

廿

地

ある時間約 oOm 
る岱 20m品第

波

ら在る砂浜が

れてなりも島頂院は

付近の人々心待楽地とな丸また聡

らなり%まわり

島(丹後松島

また重要である。

り〉が島つでも

れているo

向
ロ

gむOm

高さ 3 Om 
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所 地 図面!区分番号 内
民モヂ

廿

辺地で、集落はほとんど廃村化してしまったが、自下、

それK伴ってスキー場@

とも

る恐れも生ずる。

2 I地形|安山岩台地

3 00"""'40 Om。

いので、 νジヤ叩施

も考えられるが、安山岩台地で保水性K乏しい

ため、開発は慎重で左ければ在らない。また、宇JIIの水

源地の一つで、水質管理の上でも考思し設ければ走ら在

ν)0 

i滝 I 1 3 1地形i滝

丹後半島東部Kおり、 24 0 r及、 さ約25

m 。山I震の小起伏語より安山岩の急露Kかかっている。

よく見える

れてきた。

は布状K流下する。本庄の低地や海上から

ありも古くから、 しま

4 1地形|段丘

地

地形が発達している O と

-8向

20mの段丘

があり、

Kカキ左ど浅

グラ y

ζの兵



所者E 地 図面II玄分
番号

日夕谷 5 I地形|地とり地形

地

丹後町竹野 16 I地

丹後町犬ク崎 1 7 I地

1 8 I地

続く、

内
月ぞ?

廿

馬蹄形の地主二り地

と

良浜の茜K

長さ約 1知花掲

岩山地が震蝕を受けて、高さる 0........100rnの断躍を左

良浜 I 1 9 I地形

し、 どのイ、さ

ロ

西側が長さ約 8

東側が長さ約2

で、両者を合わせると

がある。

3 りmの由良浜〈

〉で、

口砂掛Ivc在る。

重要在地点である o

われた。

れ

が盛んでも浜

われるため、

られる。



22 I地形

アングヤ島

よ

ムを矢口る

が続き、

ぜ細り

0-

といくつかの岩

と在ってLハる。

で、阿蘇

してい

K 

メカニズ

ポイント Kまっている。松並木

B本三景のーとしてあげられも

毘 よるや

している O



生野内

滝馬

峰山町河辺

2 8 I地

29 I地

3 0 1:地

3 1 I地

内

}j臼

るmの喰い違いを生じたも

在っているo 天然

K利用する告

と在っている。

5k鯵口 1927年3月7 lf(発生し

参ら

も難しい状態、設ので、

で、約る

していた。しかも、砂丘の多

くが標高5........20mの海岸段丘上K分布し、一見大砂丘

Kみるという特殊性をもち、わが国{疋台け

i笠宮されていた。

-11-



所在
図面
番号|区分

片.，
廿地 内

しかし、昭和24

結果クロマツ林に左り

また、砂丘砂の下に

@箱右左ど〉が埋没してい

した

している。

〈浜

321地形

と られる陥没海湾であるが、

ス13 K孔周商 2

じた

と呼ばれ

ている砂洲の発達Kよって湾口をせばめられ、湾の西端

K狭い水道を残し、そこから日本梅の海水が出入し、潟

溜(ラグーン )vc近い塩瀬となりつつある。透明度は河

口水域から湾中央部(最深部〉蹄近までは0.8mで湾、口

部水域Kいくにつれて 0.7，....，1.U mの値で変動し士いる

〈昭和45年〉。

躍層がみられも

ら2----3m麗附近で

は、表面から 4m位までは低

いかん水の}翠と左つてなり、以下 16--- 7偽程度の濃

ている。

兜山 I 3 3 I地形 IUJ峰

るトロイヂ型の山。標高 19 2 

と一体となって美しい

ら左久その蜂起Kよって

m 。

き企画流

いる。関下、

重要まポイント托まって

さKよって、 ド

ライブウェイ 原形被壌の

恐れがあり、

-12-

ある。



vc::謹んでいるが、

あ札そこから~諺きしている

。
たつ

台いても

忍われる。

り

あったと

野瀬~黒谷間Kないて搾争奪によ

たと思われるo

中探

る地形が

もそわーっである。

苦境



-14-



所 在 地 番図 面問~I 区 分! 内 げ廿ヲ

高機、甚内

黒谷、甚内 ヰる

いずれ 層努 N3 富む

の1つである ミネトリゴニア(関 et i go n a 9 

バレヌ?フアノレニス (Palaeopha us)など

産する@

志高 47 地 志高層群

二畳系大滞層辛子よげ悦グ¥5:1若手調τノi、殺官官l.1放っ

する モラッ かK

含む@ に関し、

三畳紀前期とする説と、後期とする説があり、化石C再

検討や、新設発見が望まれ、 であ

る。

加悦町 48 地形 残丘地形

大江町 833 ~ よりな p、ニッ

を採摺していたととが各る。 j萄臨よりやや高く、やや大

き (地塁〉を設し匂かた め((L...残丘む

にはニ説があっ

どの史跡があ

も有能で、地形@自然、@

である

波美

って、 にある 由良Jflの

を経て『北流して自本

海に注いでいる@しかし唱

は、

柏原を経て喝加古川K入り、瀬戸内斜面へ流れていたと

-15-



所 区分 容

日本海斜面と瀬戸

在地 図
番

舟

とが考えられている@当時『

争ったと想定されている

でいたと考えられてい

る

5 0 I地形j洪水沼離を起し

三位潜への河口まで九侠

ゆる谷を設している

かで喝湾口からか在野

水時には、由良JIlは、

となっている⑫誤

広島然

大江町

ら

ぐ大命

地 タ ノ

関部出塁

むもむは民家 記





I地震

る9 I 地形

京都府、

中の

、湿原

)11む源流部を設し、

る

か左!iJ:く示している@

にあヴて、丹波山地¢

している地域である o 由良

どがみられ

を

--900問、谷底む高さる o0間

さが800

200---

というよ300 ([;勾配からみて、

りは、老年期む地形という であろう。潟西宮〉

日本海斜面

高が 400---500

それにくらべると

-18-
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よく保存されているとい





所 在 地 !図 出=I [さ卦! 内 容

京北町八了 7る 土'fu

京北町井戸 雷

美山町大野

で段丘面む分布が

流域酉積が大きくなるKつれ

よく発達するよう Kなる鯵岩江戸~

は段丘地形がよく発達している地域([)つである。付近の

現河床は峡谷をうがち、現在、大野ダム([)水を湛えている②

岩江戸、大野の段丘は広くひ

質志 地質|石灰岩、フズリ

ブズリ とし ある

瑞穂町繁志 o I地形 乳洞

こむ付近む地質は吉生摺よりなり喝そむ中K石灰若層が

そとに鍾乳洞がみられる a どく

f喝さ

も

昭和む され、名勝 e

されている a丹波山地む中広

乏しく、ととろどころ

んスト地形は珍らしい

されているが、と¢うよう

和知町 出

られるぬしかし

段丘地形は

nu 
つム



ハプヒ

;迂は、

震も

f受老

-2 



所 在地 げで，

廿
図面
番口|区分
下'J

内

ヰ00---600m<V尾根が目立つ。長老

Kみられる

あって%黒閉める。 OOmむ

む中で谷中分水している Q 国道ヲ

もそむ一つである

し7うhし%とと どのIEl河成地語物を欠き、 ζの

200 位で、ある鯵

付近托幸子ける

<v集落、井尻C

と高麗Jli<v I日流路約変遷過程は明らか

でない Q

っι
今
/
一



出

~ザゴモ，旬

となっている 盆地は東西

れている岱

である畠乙

開拓されてよ焔地化しも

よぶ由

となっ

ている器付近にはす 自生地がみられたが、最近、清践

してしまったようで品る岱

瑞穂町質美 89 I地質i三峠断層
近畿地方V亡命ける最近む地盤の動きむ現れと

長田野 I 9 0 I地形

由良JIIは中流む福知山盆地む中で¥以久間野、長田野左

どq)やや広い洪積台地をひろげている修

面は、標高 70---80出でベ

れている@洪積台地は『

した型、瀬戸内側へ流出したりして~

あった頃、多分~河床勾配がゆるやかで百

態を呈したととがあるよう

われる@現在百

れつつある@長田野は%

たと乙ろむ主として

であ予~ したシノレト

I地形

中で‘% 長田野な

ど をGろげている@以久田野

-23-



所 在地
国

番
内 rタ""'

:ef 

8 '"'"'9合間でん由良)[1む中位段丘部氏対比さ

よりなり%か

yモ頃時多分、河成勾配

を呈した ζ とがあるよう

されたと思われる偽現在、洪積台地面

は『

れたととも透うる@

中 I 9 2 I地形|海跡、

に地がみられる@

山盆地よ P

かなむでべ

くbかえしてきた e 中む河

跡、視はそむ一部分である

3 I地形 i由

氏恥いて、洪水持K氾濫す

河床勾配が

-24-



心Kもそのよ流や下流K

K対比される

られるO 段丘衝は

95 1地 形!クノレ yパット、ケノレンコノレ

?る I:地

。他の化若

7 1.地

たがすで

され設い。

I地

ることが事る。

fとこと

r
h
M
 

の
ふ



区分| 内

地形l峡谷
貴船J1I 

京市左京一;11Ml地

京都市、百井、花背、 1 0 4 
桟敷

ク岳、京北町芹生

地形

援了
1I11:'1
1U5
1地

iりる i

|石灰岩 …化石

には数 があり、フズリナその

他を産する母

小起伏面

京都市北部から京北町Kつづく 山地で

ある。丹波山地の南端Kあたり、る OO......SOOmの小

起伏面を在している。主として、杉や檎の樹林Kななわ

れ、北山独特の静けさと きをかもし出し、ハイカ

K親しまれている。京都市民のレクリヱ四シ

ヨン地域としての今後

京都市か

る。京都府と

比良山地の西側を

カミ

付近では

コ』網 して

れる。

じ

れる

Kあ

374m 。

ζζ  

と在って流れる。

イキ

る大原の壁の北Kある。

た谷

志Kよ

ゆるやかな額

また、大尾山から流れ出

るところ

近くでとの流れを聴いて がしなか

った ζ と氏名のなこりがあるという。

-26由



所 在 地 内

ひなびた盟として知ら

れKつれて、

てνョ

o 

j;: 
比叡山

~ 

廿

が多し

ているが、そ

よる自然薮壊も毘立つ

京都市左京区八瀬 11 U 9 I地質
比叡山四明岳

ノレy フヱノレス

る

Kは数列にわたって、 とめられ急斜

面を作っている山体の大部分は古生麗よりなるが、高部

Kは夜縄岩の遊入がみられ、その接触変成部K、

蝕Kたえた残丘状の最高峰田明岳848mがある O 頂上

からみる京都市帯地や琵琶湖の眺望はすばらしし琵醤

を通じ

も心配される。

が、

u I地

地 マサ

を貫いて遊入した諾

5 0 弘前

あいまって、

7
d
 
つム



内

クノレ yコ、

が通っている。

K源争議する

出す谷口 たものである。

た花融密地帯令ト?密都民持つため、白砂の花 岩が風

化しでできた土から成久

取がみられる昏謡櫨献花J斤い商斜聞でけ、豊富Kオくがわき

出しも

もありも京都金地でもっと弘主主〈開識された地域といわ

れる。 し が吉くから行

在われ、 りに出ていた。 との地域は詮

宅地化が進み、花畑も狭 在ってきた。

|スカげ鉱物

うちもとく

くか 設もの。

m の

o m )が

た ノレ，--• --... 詰 ... .0-'....，....--'/.，/、....-.，，-

ス ち Vζたえた

丘〉設の山とな

珪灰石、 る。

じるハイ ン コ 野 人々

まれている告

-28目



91地

京北町細野 I地形

内

らj癌流し

う

が残っている。

治2

ある。 カ2 たノ~

ヰリ f註

i支流〉の北側Kは、
物がbろがる。

ほどでも ζ

K対比される。

で、谷がやや広く

-29 

れるo

500"""る Om

東北より

謁北ヰ鞠

1 O~200m 

らけている。

縮野の

ヰるり mぐらいの所にある。丹波山

られ



所 在地
図
番
区分 内

がで?

廿

京北町縮野

京北町柏原

たものであろう。

1 2 1 I自然現

1 2 2 I地質|輝緑凝灰岩

2 3 I地形

11がも周山から いたる間K峡谷部がみられ

る。とく K下宇津から上世木の間が著しい。付近は古生

400----るOOmの山地がひろがる。その中K

峡谷を刻み穿入蛇行している。昭和26年の天若ダムの

築造で人造湖ができたが、さらに淀川水系の治山利水を

目的とした宮村ダム建設計画が検討されつつある。

京北町細野芦見谷 I1 24 I地形|声見谷峡谷

京北町網野竜ケ岳 I1 25 I地 (グアジノ叩/レ板岩グ入コノドy ト化石

八木町

越畑 I1 26 I地形 i断層角金地

地質!新生代層

1 2 7 I地形

地があるむ標高 4U 0 m前後あれ亀岡盆地を主盆地と

する爵j盆地を在す。 つくる酪 って、

階段状K落ち込んだよう K見える。盆地を埋めている

磯 e砂詑@ である。

地の中

があるo こ

l加と閉じくも開地の
階都:伏K落i::;込んだよう花見える O

-30向

Kひ

強降運動K伴って、

が遣う台、



図面
所在地!番号l区分 内

，τそ可，
七T

断層角盆地状であるが、盆地は壊積されて、平らで、水

面となっている。

郷ノ口 I1 2 8 I地形 i峡谷

129 I地形 i薦状地

作った扇状地である。

大堰J!lVC合流する。 ζ

谷口K

となりも

印地、震

賀等の集落が発達している。とくに麗状地はち盆地上K

突起する古生層の小丘K薦状地の発達を遮られて、そ ζ

K扇端がみられる。

京都市北区鷹ケ峰 I 1 3 (J I地 形 i洪積台地と河岸段丘

ケ畑 I J 3 

京都盆地の北西階、鴨川の茜の釈迦谷山山麓K洪積

台地の地形がみられる。紙屡JI!が鷹ケ!峰Vて薦状地を拡げ

ているよう Kみえるが、大阪層群よりまり、との地麿が

が刻まれたものである。見かけ

いわゆる偽扇状地である。

京都よ慢

で発達し、

農翠がすぐれている。ま

の西北隅択:あたり、そ

目玉1…

の築いた、

られる。

5 '-'55 mぐらいのふ



所在地 内

比されるもので、首都余協陀出つで抜かち南へ傾斜して

o ヰo 0盟、 上七議100-2

ゆるやかである。昔、御所K

本子さめる氷 したのでこの地名がある

地

5 1るm)R.擦を発し

をかけるα

滝壷からえられ

くのに用いられる。

ク間 I3るi地

ケ畑 I 3 7 I地

殻

ヶタ留

水

〈参照、 1 

衣笠よち鐙峨Kかけて

ケ間〈 る.2m) 

られてい

き出ているが、

、コノドント化石

ト

-32叩



11 

変え

谷

る。

401地形

1 4 1 I地形 i滝

清滝川の支流で、

421地

43 1-地

と

し

ヤ百

る

しを

流入していた必従谷があったが、

むむ mくゆらいのと

(8 0.5 m)の高密K諒を

24Umむ所Kある。

されたもので品ろう。

ノドン



所 在 地
図
番
毘分 内

丹波山地の東部には、

容

800，.....，900mの高位水

準の小起伏面がみられるのK対して、西部Kは、

400~600m 

宕山は、

る。比叡山と同じよう

あれ標高 8 0.5 mであ

きでてなれ 生層からなり主としてチャートで

ある。突起の成国は、

性質と、周辺を断層で屈まれていても地塊運動Kよる地

とがみられる O 愛宕山の山頂の北の部分は、地

蔵山(9 4ス6m )や竜ケ岳 (924m)まで、

100mの小起伏面がひろがり傾斜もややゆるやかであ

る。西側Kは越畑や亀岡の断層躍があって亀岡盆地K向

って階段断層をなしている。愛宕山の東側Kは、標高

600mの小起伏面がひろがっている。

1 4 4 I地形l関析断層尾

亀間盆地東繰 られている。

南東の老の坂から北西の佐切、越方Kかけ北西へ湾曲し

ている。践の上端はる OOm、践の下端は 100mで、

比高500m程の露である。この断層践は、愛宕谷川、

七谷川、三 JII等Kよって壮年期の開析をうけ、これら

の河Jllvcよっても山麓線K接合環状地を発達させている O

この断層躍の背絡に、神官、誠畑‘原磐の海抜 OOm

くらいの断躍盆地がさう久主盆地の亀岡盆地に対して、

副盆地をなしている口亀間断層践は、このような階段断

ましている。亀岡盆地はこの断

4 5 I地形

地蔵UJ( 7.る m) を発する

上流では、ほぽ南北K流れるがも亀詞断層患を

-34-



所 在地

亀岡市保津町

図

番
内

月早

廿

vc面した谷口氏薦状地を堆積する Q 七谷川は

その蔚端から流れの方向を南北に変え唱

と考えられる古JIIvc;及、る鎗

と左 p、水流は伏流している@

機林氏利用されていて、溺端は水田とまり%

を発達さぜている@

む!日流路

1 4 61地形i扇状地
丹波山地有地蔵山(9 4ス6m)

t.s、 を開析して~亀岡盆地Vζ作った薦状地で

ある e亀関盆地C中Kみられる扇状地の中では三俣jll<V 

扇状地についで大きい規模をもっている@議端部は、大

壊J!Iむ側方侵蝕によって窪を形成している@議状地面は

高いむで『大堪JrI<v潜水氾濫をま地がれるため、ヲ!無、

北条、西垣内、安察使左ど がある e

1 4 7 I地質!保津岩

1 4 8 I地形

中 いに篠町から

付近にかけて段丘団と段丘躍がみられる畿

は o0 である偽かっ を形成した

として残ったもCで¥乙む段丘む

台地、

pなり、 つあ

行者山 1 491地質

-35-



大谷鉱山

揚dフ花

丹波町

5 

内

O 地質!ホノ…ェ以%灰重石、

自

現

分岐する

ある物約 o軒C旅館がみられ

盆地む郡金地

る ともなう

えられる@

廿げヲ

CG認がある窃

たり 400

間

亀間盆土告を

るととが考

2 1-地形 I?奨 谷

薗部町む語境Vとは、 剣尾山を

中心として標高る 00'"'-' 00部む小起伏笛がみられ

際、

ばれ、

こ小起伏面む水を集め、東流して

400--500聞の る総そc

かa. そり長さ A結廷で懇親渓と呼

ょっ

高度差が渓流CG成因であろう窃上流{期

かれている φ

1 5 3 I地形|滝

5 地形

る留j盆地が見られる絡

が貫流している鯵とC本

て河岸段丘がみられ%とくに

む左岸K発達し、

る



在地

理璃j薬 5 

宇治田原町 I1 5 

宇治JlI

構側K

o 

部か

らされたも¢

いるが~罵囲

ホノレy アニ込 jLノス

とづくも

民恵われ

野設り、古生j審ー

てもた

とどめて

から京都盆地帯部む桂m九木津川と
での流路、長さ約を宇治111と称す

が%そむうち上流部約はi挟谷をなすe宇治Jr/む峡

谷は、古生麗¢山地?を探く侵蝕して横断する今:行性、おTJfIで

あるため、河床は岩盤、思擦もポットホーノレなどが露出して

いたりして急、流を設していたが育現在では天ク瀬ダムが建

設されたため、そ¢ょうま河床は見られなく在ってしまっ

た鯵

宇治}i Iが山地を し左がら京都盆地氏出る出口氏

河流む一部を取入れて託ちをめぐら ある@

とζ窮屈

各るいは

どしばしば文学作品にも登場していゐ



所在地 望号i区分 内 容

城陽市、宇治市 I 1 58 I地形!吉扇状地、パッドランド

宇治丘陵 宇治市の高側に宇治丘陵がひろがる。かっ

が護琶湖からの水を こんだ際K、谷口K

形成さ とされた。 粘土より左

れ大阪層群K対比されている。 1 0 0 m 、る Om

あたりに宇治J11の段丘面がみられる。宇治丘陵は、

そのような単純なものでは左いと考えられていて、琵琶

湖と京都盆地が水道でつながっていた頃K東へ、高ヘ、

北へ流れた河流Kよってもたらされた地層と考えられて

いる。宇治丘陵の輪部はその後の地盤運動と侵蝕の組み

合わせ陀よって二次的K形成されたと考えられている。宇

治丘陵の東部の諜高 200m前後の付近は砂磯層の中に

刻まれた谷Kよっても谷間の土地は垂産の谷壌で阻まれ、

パッドランドの状態を呈している。とくに磯層は下位の

砂泥層の侵蝕を保護するキャップベッド(帽子の役割を

はたす地層〉と在っている O 宇治丘陵Kは、山砂利採取

場やゴノレフ場がみられ、山肌ははげしく荒れている。

宇治市、久御山野了 I 1 5 9 I地 形 I1日毘椋池

京都市伏見!25:命 @久世郡Kまたがる 現

在干拓地記念っているが、 ζζKかつて があった。

ζ はかっ が直接流入し、そのi日

〉を流れるもの、

多くの野鳥が飛来してくるため、これら

-38向

ぐものをど

ろ年(

レ3

が分布し、数



所 地

1 6 0 

地

る I地形

地をなしてなれそれについでふさわしい土地利用の形

態としては、 とする ζ とがよい。

あるるむ，...，.， 1 0 0 mの洪讃台地である。

地表は小さな谷Kよって関析されている。

ベッドタウンとして宅地化が進んでいる。桃山御陵や桃

山城などがあって、訪れる人も

桃山丘陵を構成する地質はも の起伏(大

岩山など〉を大阪層群辛子よびそれより

段丘層がななっている。地層 の謂曲軸

Kより器曲し、東急、@:緩の非対称な断面形を呈し、東西

斜面K断層が走人大阪層群は切らま1ている。

の層序について深草付近の露頭K沿いて研究が進んでい

る。峠付近では地下水の携水を利用してミョワガが栽培

されている。まな深草では粘土を採取しも

いられている。な辛子、

中で霊嬰立 しめているO

鰯東部山地 IUJf4鈎の東側の山地Kは行者が森(44 m入高

塚出〈ヰ 85m入離鱗山 5lJm 天下峰(3 5 

m など

〈チヤ

がみられる O との

〉よ告なる摺曲山地で麗

関山地〈または山塊〉と呼ばれている。その範題はも北

2鞠

東西8鞠Kわたっている。乙の離轍山地にはほほ寓北方

向の断層が何本かみられるが、

一五?一



所 号!区分

地形

る3I地形

4 I地

地

となってレ五る。

があり く 5乏の絶好の イキ

ースとなってい

る千

ら盆

地内へ荷西K流向を変えて流れ込むロそζに形成された

ともなっている。

進地形で各る。 ζの

K発達しているもので、 ζ

山科盆地や桃山丘陵などの

が透うる。山体の大

拡大阪層群よりなち

が変位してできた構

中

よる変位Kよって%

もも

ろん、商縁の徴地形も形成されたと思われる。

いる地

-40-



所在地

信幾山地〈標

留め

むの小起伏額が

ら

るれ

/

¥

p

り

続

み

に

が

。

成

形

る

谷

地

い

い

の

て

広

せ

つ

い

わ

が

浅

合

ろ

と

み

れ

V

形

紐

るいは両者の

笠取山 IJ 6 7 I地

れている

U--45 m は、 の平

奥山田JII上 領家変成岩の分布地域K近接した化石意地として重要。

東山区 11 69 I地形 i京都東山

大山崎町天王山 I 7 0 I地形

が大際金地K出

よちなる天王山があるO



所在地 望号i区分 内 '*" 廿

でもないが、対岸の男山(1 4 3 m )との簡が --2臨

ほどで狭陸部をなし、平担な山頂からは天気の良い日K

は一望のもと K京都盆地や大阪盆地が跳翠できる。

から交通の要所で、天下分け自の戦いと言わ

吉と明智光秀の山崎の合戦〈天正 10 

は、との天王山の麓で争われた。

582年)

大山崎町八幡町 I 1 7 1 I地形|山時の狭路と三JIIの合流

三)11合流地 京都盆地の西高部Kあた

(270m)と綾喜郡八幡町の男山(1 4 3 m )は、京

都盆地から流出する淀川をはさんで近々 1----2初

にぜまって大阪平野へ抜け出る狭陰部を形成している。

この狭陸部K達するすぐ上流で、桂JIl.字、冶Jll.木津川

の三川が合流して淀川となるc付近はしばしば洪水はん

らんを生じる地域となっている。しかし、この主主陸部は、

京都・大阪の大都市を結ぶ最短の交通路Kあたり、

から淀川水運や道路交通の要所で、現在東海道本線、東

阪急・京阪の鉄道や、名神高速道路、国道

i号線などの重要な交通路がこのぜまい狭騒K集中して

走っている。

172 I地形|グ洪積台地/¥段丘

地

よりなっている岱 ζ

などからな札その殆んどは竹林〈孟

Kよって切られたり、ある

む上にのしあげたりしているのが見られる。

中からかつて海で奉ったととを証拠だてるカキ

-42-



所者E 図
番

回押

廿

れている。また丘駿の縁辺部Kは接

K手頃のフィーノレドとなってい

地

丘も見ら

る。

京都市右京区西山 I1 7 3 I地形|西山断麿蟻

をなす西山は、 よりで!J、

蜂起関析準平原である摂丹山地の…部で、ポ Yポン山

(る 78 m ) .小塩山 (67um). (る 31m)"

天王山(2 7 0 m ) 山地が北から

いる。との西山の山地の東側は念、傾斜をなして京都盆地

K落込んでいるこれは断層Kよって形成さ

河川は盆地K達するま

られる由断層践の

@光明寺@柳谷観音@

の境内の庭菌は周囲

もみ

@花ノ

どの名刺が連なり、そ

をなして流下

よって一層引立つてなり、

多くの参観者を集めている。

亀岡市篠町 174 I地形 I11 よりなる台地〉

長岡京市柳谷 1 7 5 I自然現象|独鈷水一湧水

西山の山地を貰い の王子から鵜ノ谷JIIVC沿って

南南東氏走る断層線があるaζ の断層線は大原野

りも警蜂断層と

があると伝えら

と称されているオくは、

のほどは弓苛埼である。

杉谷 I1 7 6 I :地形

題K西山山地がひ

7
3
 

A
ハ
吋



所 在 地 iぎ!区分 内 廿.~ 

400---るり Omである。ポyポン

られ{

いる。 やひら K利用されている G

め

乙の科口料科手てi・4斤で滞fill争査や帯け 北への谷との関K

している。

形 かたい岩石K保護c;礼た小起伏臨

京都盆地の茜方、西山山地は高度 o0 OOmの

ひろがる臨とも

癌K細分される。

である

っくり%その

あたる。づ¥

pろがる

が50 0 mの

やややわらか

〈砂岩など〉の部分氏、東西方向

がひろがっているo の一部分を占めている。谷

は浅くひら (1[ OOmで、起伏

の斜面の傾斜はゆるやかである。 は水田がひらけ

杉谷 I1 7 8 I地

丹波山地、京都周辺の山地を通じ、 より腕足貝

した記録があるのはもこの石灰岩だけである。

7 9 I地質 i石灰岩、プズリナ

八幡町努出 い I地形|山峯

-



小起伏面と

ることが予想される

がみられるo

とな

は水田や、

21地形

和束 IVCはさまれた信

るi富疫50 るひむ mの

から約8取も

あり、長らく未開発の7主主放置されていた。明治Kなっ

て、士族授産のため開拓民が移住した。

南山城村田山 1 8 3 I 地形

は

田山地域は

300m。そこKはいわゆる高

とさ

の

。梱
る
一
みの一で…

、4

福

A川
N

一

や
…
明

る
…
FV

ゆ
一

4

.

通

関

欄

，

O

て

5 mくら

てやや深い

がひらけている。



所 在 地 望号!区分 内
何層

-tt 

一部Kゴルフ場がみられる。

南山城村北大河原 I1 841地形

近畿地方中部Kは比高数百メートノレの断層露が発還し

ている。それは六甲変動Kよって生成したものである。

伊賀上野の断麗最もその一つである。信楽山地の南側K

みられ百織の上端の高度 400'-"60Om、践の下端の

高度 100m、患の比高 300，.....，500mで、

四紀層は断麗運動により変位している O

地塊連動と名づけられ、新しい地盤運動である。木津川

は、 ζの伊賀上野断層躍K沿うて流れ、断層谷ないし断

層線谷の様相を帯び、伊賀ラインの峡谷をつくっている。

断層躍の背面Kは信楽山地の小起伏関が広くひろがって

レョる。

南山城村北大河原 I1 8 5 I地形i伊賀累層付び高位諜層の丘陵地形
伊賀上野断膚躍の露麓K標高 100---200mの関析

された丘陵がひろがる。木津川はその丘陵の中K峡谷を刻

んで西流する。丘陵は砂磯やシノレト麿からなり、乙れら

は伊賀累層なよびその上Kのる高位機層K相当する。 ζ

の鮮新更新統なよび更新統は断層Kより変位していて、

その変位の時代は第四紀で新しい。高位機層K相当する

磯層は、西北部ほど粒があらい。木津川の河谷を東へ流

れた河流Kより伊賀上野盆地の北西隅へ爵状地状K堆積

した地層と思われる。

南山城村 {86 I歩的手|侵蝕面遺物
高尾は京都府の南端Kあり、奈良県と接する。

りなる笠置山地にみられる小起伏習の馨しく発

達した台地の一つであるO 鮮新更新統の最上部あるい

は高位段丘以前の諜層と思われ

-46-
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所在地 望号i区分

城陽市青谷JIl 1 8 7 I地形

玉川 1 881地形

内

沿っている。小起伏面の

高 15 m、

うけてやや深いがも

Kは水田がひらけている。

'*' 廿

300m、谷底の標

谷は鐙蝕回春の影響を

るやかであるo谷底

山城町不動m 189 1:地形 i槻倉の天井川

花属岩よ舎なる信楽山地から西流して木津川K麗角K

注ぐ青谷)11や玉JIIe不動)1¥は、木津川本流の河床上昇や

大量の砂磯の流出Kともなって、人工的に天井川となっ

ている。国鉄奈良線や国道 24 はトンネルで堤

防の下をくぐっている。との地域は昭和28年の南山城

水警の持、大きな被害を出したが、これは、乙れら河川

の天井JII化と木津の堤防整備Kより堤外地域が排水不良

となったことも一因とされているo

南山域村 I 1 901 :地形 j木津川の峡谷

木津Jll 笠輩出地を横谷となって西流する木津川む峡谷は風景

和束町北部山地 I 1 9 I地形

もよく、伊賀ラインとも呼ばれている。この峡谷は、北

と を分ける逆断層K沿って

できたものであるo ζの谷Kそって、京都から伊賀K通

じる街請や関西本線が走っている。

和束谷の西側K位置する。秩父古生層

400'-"'-oOOrnある。 の帯東側

Kは、 氏みられる申

城京む鬼門を守るためK関かれた寺で、ハイキングコ

四 47-



所在地 内号i区分

さき尾

泉

京都府の南端VCi立し壊高り

なす口大部分が泥縄岩よち成れ

がどろどろして、奇罷を呈するO 山

も 自然公簡K

京都府の南端Kあり、 と援する。和束む断}富谷

と が交わるところK平地 そ

柁はも

田辺町 9 4 I地形

高部山地

が絶え

と生駒山地の関

る。木

100---150 

mの洪積丘駿

陵の一部で、

Kは水田がみられるがも

く横たわる O ζれは、

じ

ているところ

レョo も

さかんである。

Q
け
M
A
斗



山城町 9 

山城町 98 地形 設丘地形

和束町 9 9 地形 峡 i/E。コi

1也 J富 iスカノレン ホルンブヱルス

和束町木震 200 地

切山 201 地

202 地形 峡 谷

地

rt滝川 2031 谷

内

と顕選

となっているが、

O
J
 

A
峠



所 在 地
図
区分 内 廿~ 

番号

笠霞町自砂川 204 地形 峡 谷

笠置町布自JIl 205 地形 峡 谷

加茂町岩船 206 地 領家変成岩の深層風化

( 1 9 3参照〉

-50-



用

ア

ったものである O

沈んで作ら

関連してで

る地形。

タングステン

波の侵食によってできる梅器の産。

開析 ある原地形に 作用。

一一一荷)I!VC沿っ

の侵食の復活むためK河床より高く台地状Kまった地形。

(かくせんがん)一一一一複雑な組成をも

海溺一一一砂州によって外海から騒てられた海岸の縮。

カノレスト地形一一一一石灰岩などの

岩礁一一水中町為くれている岩。

してできた地形。

撤捜岩(かんらんがん〉一一一一鉄、マグネシウムまどの桂酸堪鉱物を主成分とす

輝緑凝灰岩一一一多少変質した塩基性火山噴出物の火砕靖、溶岩の集合物K対する呼び

名。

(きんせいせき)

どを含む。

クロポク一一一腐植陀

は、

珪酸塩鉱物の一つ。鉄、マグネシウム、アノレミニウム左

もち、

し、

ゆるやか

-51 

れているo

もつ。



頁岩(けつがん)一一一一堆積岩の一つ。粘土が凝結して成った岩。

クノレンコノレ一一一クノレンパットが形成されるときに断属線托生ずる田地(峠〉

クルンバット一一一必従谷〈最初の地表面の傾斜方向へ流れる河J よって刻まれた谷〉

f. r-:同庁、刺広一u申、臣認」よ lJ.b.1出向出爪世ロ， 1庖 A~............ くられた小さい尾根。

洪積世 を二分するときの前期。約200 ら での需に

あたる。

紅柱石一一アノレミニウムの

こ
岳然堤防の背後にできる

コニーデ型 る型の一つ。 をもっO

コノドント化石一一一円錐状の歯という意味をも もいう O

さ ざくる石一一一一マグネシクム、鉄、マンガン、カノレシクム左どを含む培酸塩鉱物の一群。

砂i脅〈さし)一一一一沿岸流Kよって遼ばれてきた砂磯が仰や半島から海へ細長く突き出

した砂操の州。

砂州(さす)一一一砂場の一種で、湾または入江をほとんど閉塞するもの。

残丘一一一準平原の全般的高さより一段高い丘;環。

三三塁紀Kできた地層その他のもの。三畳紀Kついては、別表参照。

蛇紋岩一一一マグネシウムを含む含水珪酸塩鉱物から成る岩石。

摺曲(しゅうきょく)一一一堆積当時水平であった地層が横圧力のため波状K曲る現象。

重品石一一一一統酸バリウムから在る鉱物。

一一一侵食をうけて侵食基準面の近くまで削剥されたほぼ平たんな小起伏の侵食

面。

準平原遺物一一一一過去の準平原面の一部が山環どと K独立した小平たん面と左って残っ

ているもの。

シルト一一一砂と粘土との中間の細かさを有する土。

スカノレ Y鉱物一一一一石灰苦土珪酸塩鉱物の

鮮新世一一一一新生代新第三紀後半の時期。

蘇虫類一一一触手動物または援軟体動物のー綱とされる。

関緑岩一一一一灰重長石、中性長石なよび有色鉱物を主成分とす

た 第三紀層一一一第三紀K形成された岩属。

深成岩。

第四紀層一一一一地質時代の最後の紀。更新世(氷河時代)と先新世(後氷期)(t(二分。
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断層崖一一一一侵食面の地下Kあれ断層面で境された一方側の地塊が差別侵食Kよって

掘り下げられて生じた崖。

か で、その なっているところ。

チャート一一一

よbなる。

の いたる約

1.る 5億年間。

地翠一一一正断層で隈られた1都比し

沈鋒海岸地形一一一一地盤の沈静てまた

た海岸。

擁由連動〈とうきょくうんどう)一一一一曲がる現象をいう。一般

対し

よって、

は、地層が厚く

水平に堆積した地域で基盤が上下氏変位する場合K現われる。

トロイデ型一一一一火山体の分類命名の型の一つ。高さと

の斜面は急傾斜である。

比は大で、上K凸

な 二畳系一一一ニ畳紀Kできた地層その他のものO 二畳紀氏ついては、別表参照。

は 波蝕一一一波が陸地を侵蝕する作用。

パッドランド一一一一地表が無数のガリで刻まれ、細かいひだの入b組んだ水系の複雑な

山地。

はんれい岩一一一塩基性粗粒完品質火成岩。

ビスマス一一一金属元素の一つ。

浜堤例一一一砂浜Kないて波Kよって打ち上げられた砂擦が、波の到達する上限付近K

堆積して形成された小高い高ま b。

フズリナ一一一一紡錘虫。

不整合一一一一ある地層が堆積後降超し、陸上で風化、削奈lj作用をうけ、その侵食面に新

期の地層が堆積したとき、両層の関係を不整合という O

変成岩一一一変成作用をうけた岩右。(例 千枚岩、ホノレンアエノレス)

一一一広域変成作用でできた高変成度の粗粒しま状の総柄、

ホノレンアエノレス一一一接触変成岩例壊。

之
.v

r
h
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ミロナ れつ

ミ宣 ら かけてのび

ら ところである O

マサ

探石

くして、 ったもの。

を主とし、マ… るスイスセツ一アモ

ラァイ じめ

砂州によって陸地と連絡した

こう

擦 ょっ

をな

れた岩石。

4. 

r
h
J
V
 



地 質 代 表時

時 代 区 分 各時代の大体の長さ 現在からの大体の古さ

第 J中 積 世
単位10 0万骨字
0.0 1 

四

新 紀 洪 積 世 2 

2一一一一

新第 鮮 新 世

第

生 紀 中 新 世

一 漸 新 世 6 9 
古

代 第 始 新 世

紀 一
紀 暁 新 世

7 0 

中 白 亜 紀 65 
1 35一一一

生 ジ ニヱ噛 ア 紀 4 5 
1 8 0一一一一

代
一 畳 紀 45 

225一一一一
一 畳 紀 45 一

270一一一一
古 石 灰島ムS 紀 8 0 

350一一一一
ア ポ ン 紀 50 

生 400-一一一
シ ノレ ア 紀 4 0 

440一一一一
代 オ ノレ トー ピ ス 紀 6 0 

500一一一一
カ ン フ' ア 紀 1 0 0 

6 0 0一一一一
先
カ 原 生 代
ン

プ 2，400 

Hnn~ ア 始 生 代
代 I 

3 8 
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